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9GHz帯航空機搭載型合成開口レーダーシステムの需要動向

  

（左）RADARSAT-2
データによる水稲作付
地の抽出結果(2000年)

（右）RADARSAT-2
データと光学センサ併
用による水稲作付地の
抽出結果(2000年)

※赤色領域部分が抽出された水稲作付地

（出典：石塚直樹：水稲作付面積計測への合成開口
レーダー(SAR)の利用, 農業環境技術研究所）

１ 農業分野（水稲作付の把握）
２ 運輸分野

（１）海水モニタリング
（２）オイルスピル

３ 地形図作成分野
４ 被災状況把握

（１）被雲時・夜間利用
（２）建物
（３）土砂
（４）浸水・洪水

５ 国土モニタリング分野
（１）地殻変動モニタリング
（２）火山監視
（３）海岸線モニタリング

６ 安全保障分野（船舶検出）

IFSARを用いたDEM作成 (左) DSM (中) DTM (右) オルソ化画像

（出典：INTERMAP社）IFSAR：InterFerometric Synthetic Aperture Radar

TerraSAR‐Xによるハイチ地震の
地震被害解析（出典：株式会社パスコ）

霧島新燃岳噴煙下レーダー画像の計測（左：2011/2/26 右：2011/3/9, Pi‐SAR2）
（出典：情報通信研究機構、霧島新燃岳噴煙下レーダー画像の計測、
http://www2.nict.go.jp/aeri/plan/site/old/shinmoe_dake/index.html）
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9GHz帯航空機搭載型合成開口レーダーシステムの国内動向

A B C D

方式 パルス方式 パルス方式 FMCW方式 FMCW方式

中心周波数
9.55GHz

(9.3～9.8GHz)

9.45GHz
(9.2～9.7GHz)

9.4GHz
(9.25～9.55GHz)

9.6GHz
(9.45～9.75GHz)

周波数帯域幅 500MHz 500MHz 300MHz 300MHz

送信電力 8kW（尖頭電力） 1kW（尖頭電力） 10W 10W

EIRP 63.5dBW 47.1dBW 30.0dBW 30.0dBW

偏波 HH,VV,HV,VH HH,VV,HV,VH HH HH,VV,HV,VH

オフナディア角 10〜65° 45〜75° 55〜75° 55〜80°

飛行速度 200m/s 120m/s 72m/s 100m/s

飛行高度
（運用高度）

13,000m以下

(8,382m)

8,000m以下

(3,048m)

5,000m以下

(3,048m)

8,000m以下

(3,048m)
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システム名（主な利用者） 機 関 結 論

航空機用気象レーダー 三菱電機 ・第４回での共用検討の結果、SARの運航への影
響は限定的で、共用することは可能

地球探査衛星 三菱電機 ・第２回の共用方針で特段のコメントなし。これま
で共存してきており、またITU‐Rでも存在性を認知
されている

船舶レーダー等 アルウェット
テクノロジ

・第２回での共用検討の結果、SARは他の船舶
レーダー等と同様の干渉源と見なせるという結論

システム名（主な利用者） 進 捗

気象レーダー ・過去の測定データにより、晴天時は共用可能
・更に雨天時のデータを解析し、共用条件を検討してく予定

BS/CS受信設備 ・過去の技術試験事務の結果を基に共用条件を暫定的に評
価

・放送事業者の要望により、当該条件について評価試験を実
施予定

精測進入レーダー ・航空局から追加検討の依頼有

【共用検討実施中のシステム】

【結論が出ているシステム】

航空機搭載型合成開口レーダーシステムと共用となるシステムの検討状況
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